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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　クーラントを貯留する貯留槽内に、クーラントに一部を浸漬させた状態で水平な回転軸

線まわりに回転可能に配置された磁気ドラムと、前記磁気ドラムの外周面のうちの前記ク

ーラントの液面下の部分外周面に対向して設けられ、前記クーラントを前記部分外周面に

沿って案内する案内板と、前記貯留槽の底壁と前記案内板との間に設けられ、前記貯留槽

を浄化前のクーラントを貯留するダーティ液槽と浄化後のクーラントを貯留するクリーン

液槽とに分割する分割壁とを備え、前記案内板により案内される前記クーラント中の磁性

粉体を前記磁気ドラムに吸着させることで前記クーラントを浄化するマグネットセパレー

タであって、

　前記分割壁は、前記貯留槽の底壁に対向する第１整流板部と、前記貯留槽の前記ダーテ

ィ液槽側の側壁に対向する第２整流板部とを備え、

　前記ダーティ液槽に設けられ、前記浄化前のクーラントを前記第１整流板部または前記

第２整流板部に向かって圧送する流入口を、含む

　ことを特徴とするマグネットセパレータ。

【請求項２】

　前記浄化前のクーラントは、流体ポンプによって前記流入口から前記ダーティ液槽へ圧

送される

　ことを特徴とする請求項１のマグネットセパレータ。

【請求項３】
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　 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 前 記 第 １ 整 流

板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る

　 こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 側 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 前 記 第 ２ 整 流

板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ク ー ラ ン ト か ら そ れ に 含 ま れ る 磁 性 粉 体 を 除 去 す る た め の マ グ ネ ッ ト セ パ レ

ー タ に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 自 動 車 部 品 、 ベ ア リ ン グ な ど の 製 造 に 際 し て 用 い ら れ る 研 削 盤 、 切 削 盤 等 の 工 作 機 械 に

お い て 、 そ れ ら の 加 工 に よ っ て 生 じ る 磁 性 粉 体 を ク ー ラ ン ト の 中 か ら 除 去 し ク ー ラ ン ト を

再 利 用 す る た め に 、 ク ー ラ ン ト の 循 環 経 路 中 に マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ が 用 い ら れ 、 磁 性 粉

体 の 除 去 が お こ な わ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ は 、 ク

ー ラ ン ト を 受 入 れ て 貯 留 す る 貯 留 槽 と 、 前 記 貯 留 槽 内 で 水 平 な 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 に

支 持 さ れ た 、 磁 気 ド ラ ム の 円 筒 状 の 外 周 面 の 内 側 に 配 置 さ れ た 永 久 磁 石 の 磁 力 に よ り 磁 性

粉 体 を 前 記 外 周 面 に 吸 着 す る 磁 気 ド ラ ム と 、 前 記 貯 留 槽 へ の ク ー ラ ン ト の 流 入 口 の 近 傍 の

前 記 貯 留 槽 内 に ク ー ラ ン ト の 流 速 を 均 一 化 、 す な わ ち 整 流 化 す る 遮 蔽 板 と を 備 え て い る 。

前 記 遮 蔽 板 に よ っ て 、 前 記 流 入 口 か ら 流 入 す る ク ー ラ ン ト の 流 速 が 減 少 さ れ る と と も に 、

前 記 ド ラ ム の 回 転 軸 線 方 向 に 対 し て 遮 蔽 板 が 無 い 場 合 と 比 較 し て 、 よ り 均 等 な 流 速 が 生 じ

る こ と と な り 、 前 記 磁 気 ド ラ ム に よ る 磁 性 粉 体 の 除 去 が よ り 効 率 的 に 行 わ れ る 。 以 降 、 遮

蔽 板 を 整 流 板 と す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ２ ８ ４ ０ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て は 、 貯 留 槽 の 側 面 に 形 成 さ れ た 流 入 口 か ら ク ー ラ

ン ト が 流 入 し 、 整 流 板 に 衝 突 し ク ー ラ ン ト の 流 速 が 低 下 し 整 流 化 さ れ た 後 に 、 一 旦 前 記 整

流 板 の 下 の 貯 留 槽 の 底 部 を 経 由 し 、 磁 気 ド ラ ム に 送 ら れ る た め 、 貯 留 槽 の 底 部 に お い て 磁

性 粉 体 等 か ら な る ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 生 じ や す か っ た 。 特 許 文 献 １ に お い て は 、 ス ラ ッ ジ の

堆 積 を 避 け る た め 、 ク ー ラ ン ト が 整 流 板 に 当 っ た 後 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る た め の 回 転 翼

を 貯 留 槽 の 底 部 に 設 け 、 こ の 攪 拌 に よ っ て ス ラ ッ ジ が 貯 留 槽 の 底 部 に 堆 積 し に く い 構 造 と

な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 以 上 の 事 情 を 背 景 と し て 為 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 貯

留 槽 に お け る ク ー ラ ン ト の ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 生 じ に く い と と も に 、 回 転 翼 等 を 必 要 と し な

い 単 純 な 構 造 を 備 え た マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ を 供 給 す る こ と に 有 る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 第 １ の 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 （ ａ ） ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る 貯 留 槽 内 に 、 ク ー ラ ン

ト に 一 部 を 浸 漬 さ せ た 状 態 で 水 平 な 回 転 軸 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 磁 気 ド ラ ム と

、 前 記 磁 気 ド ラ ム の 外 周 面 の う ち の 前 記 ク ー ラ ン ト の 液 面 下 の 部 分 外 周 面 に 対 向 し て 設 け

ら れ 、 前 記 ク ー ラ ン ト を 前 記 部 分 外 周 面 に 沿 っ て 案 内 す る 案 内 板 と 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 と
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前 記 案 内 板 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 貯 留 槽 を 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ダ ー テ ィ 液 槽

と 浄 化 後 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ク リ ー ン 液 槽 と に 分 割 す る 分 割 壁 と を 備 え 、 前 記 案 内 板

に よ り 案 内 さ れ る 前 記 ク ー ラ ン ト 中 の 磁 性 粉 体 を 前 記 磁 気 ド ラ ム に 吸 着 さ せ る こ と で 前 記

ク ー ラ ン ト を 浄 化 す る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ で あ っ て 、 （ ｂ ） 前 記 分 割 壁 は 、 前 記 貯 留 槽

の 底 壁 に 対 向 す る 第 １ 整 流 板 部 と 、 前 記 貯 留 槽 の 前 記 ダ ー テ ィ 液 槽 側 の 側 壁 に 対 向 す る 第

２ 整 流 板 部 と を 備 え 、 （ ｃ ） 前 記 ダ ー テ ィ 液 槽 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を

前 記 第 １ 整 流 板 部 ま た は 前 記 第 ２ 整 流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る 流 入 口 を 、 含 む こ と を 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 第 ２ 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 第 １ 発 明 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 前 記 浄 化

前 の ク ー ラ ン ト は 、 流 体 ポ ン プ に よ っ て 前 記 流 入 口 か ら 前 記 ダ ー テ ィ 液 槽 へ 圧 送 さ れ る こ

と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 第 ３ 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 第 １ 発 明 又 は 第 ２ 発 明 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い

て 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 前 記 第 １ 整

流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 第 ４ 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 第 １ 発 明 又 は 第 ２ 発 明 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い

て 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 側 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 前 記 第 ２ 整

流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る 貯 留 槽 内 に 、 ク ー ラ ン ト に 一 部 を 浸 漬 さ せ た

状 態 で 水 平 な 回 転 軸 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 磁 気 ド ラ ム と 、 前 記 磁 気 ド ラ ム の 外

周 面 の う ち の 前 記 ク ー ラ ン ト の 液 面 下 の 部 分 外 周 面 に 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 ク ー ラ ン ト

を 前 記 部 分 外 周 面 に 沿 っ て 案 内 す る 案 内 板 と 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 と 前 記 案 内 板 と の 間 に 設

け ら れ 、 前 記 貯 留 槽 を 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ダ ー テ ィ 液 槽 と 浄 化 後 の ク ー ラ ン ト

を 貯 留 す る ク リ ー ン 液 槽 と に 分 割 す る 分 割 壁 と を 備 え 、 前 記 案 内 板 に よ り 案 内 さ れ る 前 記

ク ー ラ ン ト 中 の 磁 性 粉 体 を 前 記 磁 気 ド ラ ム に 吸 着 さ せ る こ と で 前 記 ク ー ラ ン ト を 浄 化 す る

マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ で あ っ て 、 前 記 分 割 壁 は 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 に 対 向 す る 第 １ 整 流 板

部 と 、 前 記 貯 留 槽 の 前 記 ダ ー テ ィ 液 槽 側 の 側 壁 に 対 向 す る 第 ２ 整 流 板 部 と を 備 え 、 前 記

ダ ー テ ィ 液 槽 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 前 記 第 １ 整 流 板 部 ま た は 前 記 第 ２ 整

流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る 流 入 口 を 、 含 む 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 分 割 壁 に よ っ て 整 流 化 さ

れ た ク ー ラ ン ト が 、 前 記 磁 気 ド ラ ム に 向 か っ て 上 昇 す る 流 れ を 形 成 す る た め 、 ク ー ラ ン ト

に 含 ま れ る ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 生 じ に く い 。 ま た 、 前 記 磁 気 ド ラ ム の 下 部 は 、 従 来 の 貯 留 槽

に お い て 、 有 効 に 用 い ら れ て い な い ス ペ ー ス で あ り 、 こ こ に ク ー ラ ン ト を 整 流 化 す る 前 記

分 割 壁 を 設 け る こ と に よ っ て 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ の 小 型 化 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト は 、 流 体 ポ ン プ に よ っ て 前 記 流 入 口 か ら 前

記 ダ ー テ ィ 液 槽 へ 圧 送 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ク ー ラ ン ト の 流 れ が ダ ー テ ィ 液 槽 の 底 部 全 体

に 広 が る こ と に よ っ て ス ラ ッ ジ の 堆 積 が よ り 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 工 作 機 械 の 停 止 中

に お い て も 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス ラ ッ ジ の 除 去 が 可 能 と な り 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス ラ ッ ジ

の 除 去 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ３ 発 明 に よ れ ば 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 底 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ

ン ト を 前 記 第 １ 整 流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 抑 制 さ れ

る と と も に 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 の 設 置 場 所 の 選 択 が 容 易 と な り 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ

の 設 計 、 お よ び ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 設 計 の 自 由 度 が 改 善 さ れ る と と も に 、 マ グ ネ ッ ト セ

パ レ ー タ 、 お よ び ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 小 型 化 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 第 ４ 発 明 に よ れ ば 、 前 記 流 入 口 は 、 前 記 貯 留 槽 の 側 壁 に 設 け ら れ 、 前 記 浄 化 前 の ク ー ラ

ン ト を 前 記 第 ２ 整 流 板 部 に 向 か っ て 圧 送 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 抑 制 さ れ

る と と も に 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 の 設 置 場 所 の 選 択 が 容 易 と な り 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ

の 設 計 、 お よ び ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 設 計 の 自 由 度 が 改 善 さ れ る と と も に 、 マ グ ネ ッ ト セ

パ レ ー タ 、 お よ び ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 小 型 化 が 容 易 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 従 来 の ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 貯 留 タ ン ク 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ 、 お よ び ポ ン プ

の 配 置 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 の 貯 留 タ ン ク 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ 、

お よ び ポ ン プ の 配 置 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ の 要 部 の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ２ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ の 貯 留 槽 の 底 部 に 設 け た 流 入 口 か ら ク ー ラ ン ト を 流

入 し た 場 合 の 流 速 の 分 布 を 、 流 入 口 を 通 る 断 面 で 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム の 軸 方 向 に 移 動 し た 位 置 に お

け る ク ー ラ ン ト の 流 速 の 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ４ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ の 案 内 板 の 角 度 を 変 更 し た 場 合 の 流 速 の 分 布 を 、 流

入 口 を 通 る 断 面 で 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ６ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム の 軸 方 向 に 移 動 し た 位 置 に お

け る ク ー ラ ン ト の 流 速 の 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ６ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 流 入 口 を 移 動 し て 分 割 壁 に ク ー ラ ン ト が

当 ら な い 位 置 と し た 場 合 の 流 速 の 分 布 を 、 流 入 口 を 通 る 断 面 で 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ８ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム の 軸 方 向 に 移 動 し た 位 置 に お

け る ク ー ラ ン ト の 流 速 の 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ８ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 貯 留 槽 を 小 さ く し た 場 合 の 流 速 の 分 布

を 、 流 入 口 を 通 る 断 面 で 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ ０ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム の 軸 方 向 に 移 動 し た 位 置

に お け る ク ー ラ ン ト の 流 速 の 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 ４ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 流 入 口 を 貯 留 槽 の 側 部 に 設 置 し た 場 合

の 流 速 の 分 布 を 、 流 入 口 を 通 る 断 面 で 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム の 軸 方 向 に 移 動 し た 位 置

に お け る ク ー ラ ン ト の 流 速 の 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 実 施 例 に お い

て 図 は 適 宜 簡 略 化 或 い は 変 形 さ れ て お り 、 各 部 の 寸 法 比 お よ び 形 状 等 は 必 ず し も 正 確 に 描

か れ て い な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ は 、 従 来 の ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ １ ４ の 貯 留 タ ン ク １ ３ ８ 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ

１ １ ６ 等 の 基 本 的 な 構 成 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。 ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ １ ４ は 、 工 作 機

械 で あ る 研 削 盤 １ １ ２ か ら 排 出 さ れ た ク ー ラ ン ト に 含 ま れ る 磁 性 粉 体 を 除 去 す る マ グ ネ ッ

ト セ パ レ ー タ １ １ ６ と 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ １ ６ を 通 過 し た ク ー ラ ン ト が 貯 留 さ れ る

貯 留 タ ン ク １ ３ ８ と 、 貯 留 タ ン ク １ ３ ８ に 貯 留 さ れ た ク ー ラ ン ト を 研 削 盤 １ １ ２ に 送 出 す

る 送 出 ポ ン プ １ ４ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ １ ６ は 、 貯 留 槽 １ ２ ２ と 、

貯 留 槽 １ ２ ２ 内 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 磁 気 ド ラ ム １ １ ８ と 、 貯 留 槽 １ ２ ２ へ の ク ー ラ ン

ト の 流 入 口 １ ４ ４ の 近 傍 に 設 置 さ れ て い る 整 流 板 １ ３ ２ と を 備 え て い る 。 矢 印 で 示 さ れ て

い る 直 線 は 、 ク ー ラ ン ト の 流 れ を 示 し て い る 。 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ １ ６ は 研 削 盤 １ １

２ の 下 方 に 設 置 さ れ て お り 、 研 削 に 用 い ら れ た 磁 性 粉 体 を 含 む ク ー ラ ン ト に は 、 研 削 盤 １

１ ２ と マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ １ ６ の 流 入 口 １ ４ ４ と の 高 さ の 差 に よ っ て 流 速 ｖ が 生 じ る
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。 ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ は 、 ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ １ ４ の 流 入 口 １ ４ ４ を 通 過 す る と 、 整 流

板 １ ３ ２ と 衝 突 す る こ と に よ っ て 流 速 ｖ が 低 下 す る と と も に 、 磁 気 ド ラ ム １ １ ８ の 回 転 軸

線 Ｃ Ｌ の 軸 方 向 に 対 し て ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ が 均 等 化 さ れ る 。 磁 性 粉 体 を 含 む ク ー ラ ン ト

は 、 磁 気 ド ラ ム １ １ ８ の 円 筒 状 の 外 周 面 １ ３ ４ と 案 内 板 １ ３ ０ と の 隙 間 を 経 由 し て 貯 留 槽

１ ２ ２ の 流 出 口 １ ４ ６ 側 に 流 入 さ れ る 。 ク ー ラ ン ト に 含 ま れ る 磁 性 粉 体 は 、 磁 気 ド ラ ム １

１ ８ 内 部 に 設 置 さ れ た 永 久 磁 石 に よ っ て 磁 気 ド ラ ム １ １ ８ の 外 周 面 １ ３ ４ の 表 面 に 付 着 さ

れ る こ と で 、 ク ー ラ ン ト か ら 分 離 、 除 去 さ れ る 。 磁 気 ド ラ ム １ １ ８ の 表 面 に 付 着 し た 磁 性

粉 体 は 、 掻 取 板 １ ２ ０ に よ っ て 掻 取 ら れ 、 受 け 箱 １ ４ ８ に 集 め ら れ る 。 磁 気 ド ラ ム １ １ ８

の 外 周 面 １ ３ ４ と 案 内 板 １ ３ ０ の 間 を 通 過 し た ク ー ラ ン ト は 、 流 出 口 １ ４ ６ を 通 過 し て 貯

留 タ ン ク １ ３ ８ に 磁 性 粉 体 が 除 去 さ れ た ク リ ー ン 液 １ ５ ２ が 貯 留 さ れ る 。 ク リ ー ン 液 １ ５

２ は 、 研 削 盤 １ １ ２ の 加 工 時 に 、 送 出 ポ ン プ １ ４ ２ に よ っ て 研 削 盤 １ １ ２ に 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ に お い て 、 本 発 明 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ が 組 み 込 ま れ た ク ー ラ ン ト 循 環 装 置

１ ４ が 示 さ れ て い る 。 ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４ は 、 研 削 盤 １ ２ か ら 排 出 さ れ た ク ー ラ ン ト

、 す な わ ち ダ ー テ ィ 液 ５ ０ を 貯 留 す る 第 １ タ ン ク ３ ６ 、 研 削 盤 １ ２ か ら 排 出 さ れ た ダ ー テ

ィ 液 ５ ０ に 含 ま れ る 磁 性 粉 体 を 除 去 す る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ 、 第 １ タ ン ク ３ ６ か ら

マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に ダ ー テ ィ 液 ５ ０ を 送 出 す る 第 １ ポ ン プ ４ ０ （ 流 体 ポ ン プ に 対

応 す る 。 以 降 、 流 体 ポ ン プ を 第 １ ポ ン プ ４ ０ と す る ） 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に よ っ

て 磁 性 粉 体 が 除 去 さ れ た ク ー ラ ン ト 、 す な わ ち ク リ ー ン 液 ５ ２ を 貯 留 す る 第 ２ タ ン ク ３ ８

、 お よ び ク リ ー ン 液 ５ ２ を 研 削 盤 １ ２ に 送 出 す る 第 ２ ポ ン プ ４ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 マ

グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ は 、 貯 留 槽 ２ ２ 、 貯 留 槽 ２ ２ 内 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 磁 気 ド ラ

ム １ ８ 、 貯 留 槽 ２ ２ へ の ダ ー テ ィ 液 ５ ０ の 流 入 口 ４ ４ の 近 傍 に 設 置 さ れ た 図 ３ に お い て 図

示 さ れ る 分 割 壁 ３ ２ 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 円 筒 状 の 外 周 面 ３ ４ に ダ ー テ ィ 液 ５ ０ を 送 る た め

の 案 内 板 ３ ０ 、 お よ び 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４ に 磁 気 ド ラ ム １ ８ 内 部 に 設 置 さ れ た 永

久 磁 石 に よ っ て 付 着 さ れ た 磁 性 粉 体 を 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４ か ら 掻 取 る た め の 掻 取

板 ２ ０ 等 を 備 え て い る 。 な お 、 掻 取 板 ２ ０ に よ っ て 掻 取 ら れ た 磁 性 粉 体 は 、 受 け 箱 ４ ８ に

集 め ら れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ に お い て 、 ク ー ラ ン ト の 流 れ が 直 線 の 矢 印 で 示 さ れ 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に

よ っ て 磁 性 粉 体 が 除 去 さ れ た ク リ ー ン 液 ５ ２ が 第 ２ タ ン ク ３ ８ の 貯 留 容 量 を 超 え た 場 合 に

第 １ タ ン ク ３ ６ に 流 入 す る ク ー ラ ン ト の 流 れ は 曲 線 を 持 つ 矢 印 で 示 さ れ て い る 。 研 削 に 用

い ら れ た ク ー ラ ン ト 、 す な わ ち ダ ー テ ィ 液 ５ ０ は 、 第 １ タ ン ク ３ ６ に 貯 留 さ れ る 。 第 ２ タ

ン ク ３ ８ 内 の ク リ ー ン 液 ５ ２ を 補 充 す る 必 要 が 生 じ る と 、 第 １ ポ ン プ ４ ０ が 作 動 さ れ る こ

と に よ っ て 第 １ タ ン ク ３ ６ 内 の ダ ー テ ィ 液 ５ ０ が 流 入 口 ４ ４ か ら マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １

６ に 送 出 さ れ 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に よ っ て 磁 性 粉 体 が 除 去 さ れ た ク リ ー ン 液 ５ ２

が 、 流 出 口 ４ ６ か ら 送 出 さ れ 第 ２ タ ン ク ３ ８ に 貯 留 さ れ る 。 ク リ ー ン 液 ５ ２ は 、 例 え ば 研

削 盤 １ ２ の 稼 動 時 等 の 必 要 に 応 じ て 、 第 ２ ポ ン プ ４ ２ に よ っ て 研 削 盤 １ ２ に 供 給 さ れ る 。

ク リ ー ン 液 ５ ２ は 、 第 ２ タ ン ク ３ ８ の 貯 留 容 量 を 超 え た 場 合 は 、 オ ー バ ー フ ロ ー し て 第 １

タ ン ク ３ ６ に 戻 っ て い く 。 な お 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ は 、 研 削 盤 １ ２ の 停 止 中 に お

い て も 稼 動 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば ダ ー テ ィ 液 ５ ０ か ら 磁 性 粉 体 を 取 り 除 き 、 研 削

盤 １ ２ に 供 給 さ れ る ク ー ラ ン ト 内 の 磁 性 粉 体 を 更 に 減 少 さ せ た い 等 の 要 求 が 生 じ た 場 合 に

、 研 削 盤 １ ２ の 停 止 中 に 第 １ ポ ン プ ４ ０ と マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ と を 稼 動 す る こ と に

よ っ て 、 ク ー ラ ン ト 内 の 磁 性 粉 体 を 更 に 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 図 ２ に お け る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ を 拡 大 し て 示 し た 図 で あ る 。 マ グ ネ ッ

ト セ パ レ ー タ １ ６ は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 か ら 見 た 図 と し て 示 さ れ て い る

。 貯 留 槽 ２ ２ は 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 ４ ４ 側 の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ 、 ク ー ラ ン ト の 流 出 口 ４

６ 側 の ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ 、 お よ び ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ と の 間 、 す な わ ち

磁 気 ド ラ ム １ ８ の 長 い 破 線 で 示 さ れ て い る 外 周 面 ３ ４ と 短 い 破 線 で 示 さ れ る 案 内 板 ３ ０ の

案 内 部 ３ ０ ａ と に 挟 ま れ た 領 域 で あ る 案 内 路 Ｓ ３ と に 分 け ら れ る 。 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転
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軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 に お け る ほ ぼ 中 央 の 位 置 に ク ー ラ ン ト の 流 入 口 ４ ４ が 備 え ら れ て お り 、 第 １

ポ ン プ ４ ０ に よ っ て 流 入 口 ４ ４ か ら 送 出 さ れ た ク ー ラ ン ト は 、 一 点 鎖 線 で 示 さ れ る 分 割 壁

３ ２ の 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ と 衝 突 す る こ と に よ っ て 、 ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ が 抑 制 さ れ る と

と も に 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 に た い し て 均 一 化 さ れ た ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ

が 得 ら れ る 。 分 割 壁 ３ ２ は 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ と 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ と か ら 成 り 、 磁 気

ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 に 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 並 行 に 形 成 さ れ て お り 、 貯 留 槽 ２ ２ の

図 ３ に お け る 貯 留 槽 ２ ２ の 手 前 の 側 壁 ２ ２ ｂ と 奥 の 側 壁 ２ ２ ｂ と に 接 続 さ れ る こ と に よ っ

て ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ と が 分 離 さ れ て い る 。 な お 、 分 割 壁 ３ ２ は 、 従 来

の 構 造 に お い て ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ の 一 部 を 構 成 し て い る 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 下 に 設 置 さ れ て

い る 。 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ の 磁 気 ド ラ ム １ ８ 下 の 部 分 は 特 に 必 要 と さ れ て い な い 部 分 で あ り

、 こ の 部 分 に 分 割 壁 ３ ２ を 設 置 し ク ー ラ ン ト の 整 流 を 行 う 空 間 を 設 置 す る こ と に よ っ て 、

装 置 の 小 型 化 に も 寄 与 し て い る 。 案 内 板 ３ ０ は 、 案 内 部 ３ ０ ａ と 斜 板 部 ３ ０ ｂ と か ら 成 り

、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 に 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 並 行 に 形 成 さ れ て お り 、 貯 留 槽

２ ２ の 図 ３ に お け る 手 前 の 壁 部 と 奥 の 壁 部 と に 接 続 さ れ る こ と に よ っ て ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２

が 案 内 路 Ｓ ３ お よ び ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と 分 離 さ れ て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、 分 割 壁 ３ ２ の 第

１ 整 流 板 部 ３ ２ ａ と 衝 突 し た 後 、 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ と 並 行 に ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ を

上 昇 し 、 案 内 路 Ｓ ３ に 流 入 す る 。 さ ら に ク ー ラ ン ト は 案 内 路 Ｓ ３ を 通 過 し 、 ク リ ー ン 液 槽

Ｓ ２ に 流 入 し 、 流 出 口 ４ ６ か ら 第 ２ タ ン ク ３ ８ に 流 出 す る 。 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の

作 動 中 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に お い て 、 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 し た ク ー ラ ン ト が 常 に 上 昇 す る

流 れ を 生 じ る こ と か ら 、 磁 性 粉 体 等 の ス ラ ッ ジ の 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ｂ へ の 堆 積 が 抑 制

さ れ る 。 ま た 、 流 出 口 ４ ６ は 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ 内 の ク ー ラ ン ト の 流 れ に 影 響 を 与 え に く

い こ と か ら 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 図 示 さ れ て い な い 端 部 側 に 設 置 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 貯 留 槽 ２ ２ の 中 央 付 近 に は 、 磁 性 粉 体 を 磁 気 に よ っ て 吸 着 す る 磁 気 ド ラ ム １ ８ が 設 置 さ

れ て い る 。 こ の 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 接 し て 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ に 吸 着 さ れ た 磁 性 粉 体 を 押 圧 す

る こ と に よ っ て ク ー ラ ン ト を 脱 水 す る た め の 絞 り ロ ー ラ ２ ４ が 短 い 破 線 で 示 さ れ て い る 。

絞 り ロ ー ラ ２ ４ に は 、 絞 り ロ ー ラ ２ ４ を 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 軸 芯 方 向 に 押 圧 す る ２ つ の 絞 り

ロ ー ラ 加 圧 装 置 ２ ６ が 図 ３ の 手 前 と 奥 と に 備 え ら れ て お り 、 絞 り ロ ー ラ ２ ４ に よ っ て 脱 水

さ れ た ク ー ラ ン ト は ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に 戻 っ て い く 。 図 ３ に は 、 手 前 に 備 え ら れ た 絞 り ロ

ー ラ 加 圧 装 置 ２ ６ の 押 圧 力 を 均 一 化 す る た め の バ ネ と 押 圧 力 を 調 整 す る た め の ナ ッ ト と が

示 さ れ て い る 。 絞 り ロ ー ラ ２ ４ の 押 圧 に よ っ て 余 分 な ク ー ラ ン ト が 除 去 さ れ 、 磁 気 ド ラ ム

１ ８ の 外 周 面 ３ ４ に 吸 着 し て い る 磁 性 粉 体 は 、 外 周 面 ３ ４ の 表 面 と 接 触 し て い る 掻 取 板 ２

０ に よ っ て 掻 取 ら れ る 。 掻 取 板 ２ ０ は 、 掻 取 ら れ た 磁 性 粉 体 が 側 面 、 す な わ ち 図 ３ の 手 前

お よ び 奥 に 掻 取 板 ２ ０ か ら 磁 性 粉 体 が こ ぼ れ 落 ち な い よ う に 側 板 ２ １ を 有 し て い る 。 ま た

、 磁 気 ド ラ ム １ ８ を 回 転 駆 動 す る 磁 気 ド ラ ム 回 転 モ ー タ ２ ８ が 備 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ４ は 、 図 ３ に 示 さ れ た マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ を 解 析 し た 一

例 で あ る 。 な お 、 解 析 の 便 宜 上 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と 流 入 口 ４ ４ と を マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー

タ １ ６ の 左 側 に 置 き 、 図 ３ と 左 右 対 称 と し て 示 さ れ て い る 。 図 ４ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム １

８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 略 中 央 に 設 置 さ れ て い る 流 入 口 ４ ４ の 中 央 を 含 む 断 面 に お け る 、

ク ー ラ ン ト の 液 面 下 に お け る ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ の 分 布 が 示 さ れ て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、

貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ 、 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ 、 お よ び 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ 、 す な

わ ち 円 筒 状 の 外 周 面 ３ ４ に お い て ク ー ラ ン ト と 接 触 し て い る 部 分 、 に よ っ て 形 成 さ れ る 空

間 に 保 持 さ れ て い る 。 矢 印 の 長 さ が ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ の 大 き さ を 示 し て お り 、 第 １ ポ ン

プ ４ ０ に よ っ て ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に 送 ら れ る ク ー ラ ン ト の 流 入 口 ４ ４ に お け る 流 速 ｖ は 例

え ば ３ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ 程 度 、 流 入 口 ４ ４ の 内 径 は ２ ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 流 入 口 ４ ４ か ら

流 入 し た ク ー ラ ン ト は 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 衝 突 し 、 急 速 に 流 速 ｖ が 減 少 す る と と も に

、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ お よ び 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ の 内 部 お よ び ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に ダ ー テ

ィ 液 槽 Ｓ １ を 上 昇 す る 流 れ が 生 じ る と と も に 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ 内 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す

10

20

30

40

50



(7) JP  6488050  B1  2019.3.20

る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ と 案 内 板 ３ ０ の

案 内 部 ３ ０ ａ と に 挟 ま れ た 空 間 か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略 均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し

、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と に お い て 強 い 流 速 ｖ

が 生 じ て い る 。 な お 、 流 出 口 ４ ６ は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 端 部 に 設 置 さ

れ て お り 、 流 出 口 ４ ６ へ の ク ー ラ ン ト の 流 出 の 状 況 は 示 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ５ は 、 図 ４ と 同 一 の ク ー ラ ン ト の 流 入 条 件 に お い て 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ

方 向 に 移 動 し た 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 図 ４ で 示 さ れ た 流 速

ｖ の 分 布 が 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 略 中 央 に 設 置 さ れ て い る 流 入 口 ４ ４ の 中

央 を 通 る 断 面 に お け る ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ 分 布 を 示 し て い る の に 対 し 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の

回 転 軸 線 Ｃ Ｌ の 軸 方 向 の 中 央 か ら 離 れ る 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 ダ ー テ

ィ 液 槽 Ｓ １ の 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ お よ び 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 と そ

れ 以 外 の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と に 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ を 上 昇 す る 流 れ と と も に ダ ー テ ィ 液 槽

Ｓ １ 内 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内

板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略 均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し て い る

。 流 速 ｖ は 、 図 ４ と 比 較 し て や や 減 少 し て い る が 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２

の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 な お 、 図 ４ お よ び 図 ５ に

よ っ て 示 さ れ る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ を 実 際 に 使 用 し た 実 機 試 験 に お い て 、 マ グ ネ ッ

ト セ パ レ ー タ １ ６ の 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ に お け る 磁 性 粉 体 を 含 む ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 抑 制 さ れ

る こ と が 確 認 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ６ は 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 対 す る 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ の 角 度 を ６ ０ 度 か ら ９

０ 度 、 す な わ ち 直 角 に 変 更 し た 場 合 の 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、 貯 留 槽

底 壁 ２ ２ ａ 、 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ 、 お よ び 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に よ っ て 形 成

さ れ る 空 間 に 保 持 さ れ て い る 。 図 ６ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 略 中

央 に 設 置 さ れ て い る 流 入 口 ４ ４ の 中 央 を 含 む 断 面 に お け る 、 ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ の 分 布 が

示 さ れ て い る 。 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 し た ク ー ラ ン ト は 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 衝 突 し 、 急

速 に 流 速 ｖ が 減 少 す る と と も に 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ の 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ に お い て ダ ー テ ィ

液 槽 Ｓ １ 内 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の

部 分 外 周 面 ３ ４ ａ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略 均 一

な 流 速 ｖ で 通 過 し 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と に

お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お け る 流 速 ｖ の 分 布 は 、 図 ４ に お け

る 分 布 と 類 似 し て い る 。 こ の た め 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 対 す る 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０

ｂ の 角 度 を ６ ０ 度 か ら ９ ０ 度 程 度 に 変 更 し て も 、 ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ 磁 性 粉

体 の 沈 降 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ７ は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 中 央 か ら 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 軸 方 向 に 離 れ

る 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に お い て 、 第 １ 整 流 板 部 ３

２ ａ お よ び 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ の 内 部 お よ び ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ を 上 昇

す る 流 れ と と も に ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ 内 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ

ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を

略 均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し て い る 。 流 速 ｖ は 、 図 ６ と 比 較 し て や や 減 少 し て い る が 、 ク リ ー

ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て

い る 。 こ の 流 速 ｖ の 分 布 は 図 ５ と 良 く 似 て い る 。 こ の た め 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 対 す る

案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ の 角 度 を ６ ０ 度 か ら ９ ０ 度 程 度 に 変 更 し て も 、 ク ー ラ ン ト の 整

流 へ の 効 果 に 影 響 は ほ と ん ど 生 じ て い な い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ８ は 、 図 ６ に お け る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に 対 し 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 ４ ４ を 、

磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 す る ク ー ラ

ン ト が 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 衝 突 し な い 位 置 に 変 更 し た 場 合 の 、 整 流 お よ び 案 内 路 Ｓ ３ に
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お け る 流 速 ｖ へ の 影 響 を 解 析 し た 結 果 が 示 さ れ て お り 、 ク ー ラ ン ト は 、 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ

、 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ 、 お よ び 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間

に 保 持 さ れ て い る 。 図 ８ に お い て 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 略 中 央 に 設 置 さ

れ て い る 流 入 口 ４ ４ の 中 央 を 含 む 断 面 に お け る 、 ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ の 分 布 が 示 さ れ て お

り 、 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 し た ク ー ラ ン ト は 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 衝 突 せ ず に 、 磁 気 ド ラ

ム １ ８ の 横 に お い て も 大 き く 上 昇 す る 流 速 ｖ を 示 し て い る 。 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ 、 第 ２ 整

流 板 部 ３ ２ ｂ お よ び 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 の 流 速 は 小 さ く 抑 え ら れ 、

磁 性 粉 体 の 堆 積 が 生 じ や す く な っ て い る 。 ま た 、 案 内 路 Ｓ ３ に お け る 流 速 ｖ は 、 ク リ ー ン

液 槽 Ｓ ２ か ら ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ へ 向 か う 流 れ を 示 し て お り 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４

に 供 給 さ れ る 磁 性 粉 体 を 含 ん だ ク ー ラ ン ト が 十 分 供 給 さ れ な い 状 態 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ９ に は 、 図 ８ に お け る 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 に 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 軸 方 向

の 中 央 か ら 離 れ る 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 の 解 析 結 果 が 示 さ れ て い る 。 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ

１ に お い て 、 下 方 に 向 か う 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ 、 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２

ｂ お よ び 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 の 流 速 ｖ は 小 さ く 抑 え ら れ 、 磁 性 粉 体

の 堆 積 が 生 じ や す く な っ て い る 。 ま た 、 案 内 路 Ｓ ３ に お け る 流 速 ｖ は 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２

か ら ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ へ 向 か う 流 れ を 示 し て お り 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４ に 供 給 さ

れ る 磁 性 粉 体 を 含 ん だ ク ー ラ ン ト が 十 分 供 給 さ れ な い 状 態 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る 貯 留 槽 ２ ２ 内 に 、 ク ー ラ ン ト に 一 部 を 浸 漬 さ

せ た 状 態 で 水 平 な 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ ま わ り に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 、 磁 気 ド

ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４ の う ち の ク ー ラ ン ト の 液 面 下 の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に 対 向 し て 設 け ら

れ 、 ク ー ラ ン ト を 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に 沿 っ て 案 内 す る 案 内 板 ３ ０ と 、 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２

２ ａ と 案 内 板 ３ ０ と の 間 に 設 け ら れ 、 貯 留 槽 ２ ２ を 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ダ ー テ

ィ 液 槽 Ｓ １ と 浄 化 後 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ と に 分 割 す る 分 割 壁 ３ ２ と

を 備 え 、 案 内 板 ３ ０ に よ り 案 内 さ れ る ク ー ラ ン ト 中 の 磁 性 粉 体 を 磁 気 ド ラ ム １ ８ に 吸 着 さ

せ る こ と で ク ー ラ ン ト を 浄 化 す る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ で あ っ て 、 分 割 壁 ３ ２ は 、 貯

留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ に 対 向 す る 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ と 、 貯 留 槽 ２ ２ の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １

側 の 側 壁 ２ ２ ｂ に 対 向 す る 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ と を 備 え 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に 設 け ら れ

、 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ ま た は 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ に 向 か っ て 圧 送 す

る 流 入 口 ４ ４ を 、 含 む 。 こ れ に よ っ て 、 分 割 壁 ３ ２ に よ っ て 整 流 化 さ れ た ク ー ラ ン ト が 、

磁 気 ド ラ ム １ ８ に 向 か っ て 上 昇 す る 流 れ を 形 成 す る た め 、 ク ー ラ ン ト 中 の ス ラ ッ ジ の 堆 積

が 生 じ に く い 。 ま た 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 下 部 は 、 従 来 の 貯 留 槽 １ ２ ２ に お い て 、 有 効 に 用

い ら れ て い な い ス ペ ー ス で あ り 、 こ こ に ク ー ラ ン ト を 整 流 化 す る 分 割 壁 ３ ２ を 設 け る こ と

に よ っ て 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の 小 型 化 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 す る ク ー ラ ン ト は 、 第 １ ポ ン プ ４ ０ に よ

っ て 圧 送 さ れ て 貯 留 槽 ２ ２ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ク ー ラ ン ト の 流 れ が ダ ー テ ィ 液

槽 Ｓ １ の 底 部 全 体 に 広 が り ス ラ ッ ジ の 堆 積 が よ り 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 研 削 盤 １ ２ の

停 止 中 に お い て も 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス ラ ッ ジ の 除 去 が 可 能 と な り 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス

ラ ッ ジ の 除 去 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 流 入 口 ４ ４ は 、 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ に 設 け ら れ 、 浄 化 前

の ク ー ラ ン ト を 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 向 か っ て 圧 送 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ス ラ ッ ジ の 堆 積

が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 の 設 置 場 所 の 選 択 が 容 易 と な り 、 マ グ ネ ッ ト

セ パ レ ー タ １ ６ の 設 計 、 お よ び ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４ の 設 計 の 自 由 度 が 改 善 さ れ る と と

も に 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ 、 お よ び ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４

の 小 型 化 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 前 述 の 実 施 例 と 共
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通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ ０ は 、 図 ６ に 示 さ れ て い る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ を 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ

と 貯 留 槽 ２ ２ の 側 壁 ２ ２ ｂ と の 距 離 を 図 ６ に お け る 距 離 の ３ ５ ％ 程 度 に 近 づ け る こ と で 、

マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ を 小 さ く し た 場 合 の 、 ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ

の 分 布 が 示 さ れ て い る 。 そ れ 以 外 は 、 前 記 実 施 例 に お け る 図 ６ と 同 一 で あ る 。 ク ー ラ ン ト

は 、 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ 、 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ 、 お よ び 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に

よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 に 保 持 さ れ て い る 。 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 し た ク ー ラ ン ト は 、 第 １ 整

流 板 部 ３ ２ ａ に 衝 突 し 、 急 速 に 流 速 ｖ 減 少 す る と と も に 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ の 貯 留 槽 底 壁

２ ２ ａ に お い て ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ 内 の ク ー ラ ン ト を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ ン

ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略

均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ

と に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お け る 流 速 ｖ の 分 布 は 、 図 ６ に

お け る 分 布 と 類 似 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ １ は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 中 央 か ら 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 軸 方 向 に 離

れ る 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に お い て 、 第 １ 整 流 板 部

３ ２ ａ お よ び 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ の 内 部 を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 斜 板 部 ３ ０ ｂ の 近

傍 の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に お い て ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ を 上 昇 す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ク ー ラ ン

ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略

均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し て い る 。 流 速 ｖ は 、 図 ７ と ほ ぼ 同 一 で あ り 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お

い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 こ の た め

、 図 ６ に 示 さ れ て い る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ を 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ と 貯 留 槽 ２

２ の 側 壁 ２ ２ ｂ と の 距 離 を 図 ６ に お け る 距 離 の ３ ５ ％ 程 度 に 設 定 し た 場 合 に お い て も 、 分

割 壁 ３ ２ に よ る 整 流 、 す な わ ち 案 内 路 Ｓ ３ に お け る ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ の 均 一 性 は 、 図 ６

に お け る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ を 案 内 板 ３ ０ の 斜 板 部 ３ ０ ｂ と 貯 留 槽 ２ ２ の 側 壁 ２ ２

ｂ と の 距 離 を 設 け た 場 合 と 比 較 し て 殆 ど 同 一 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る 。 す な わ ち 、 ク ー ラ ン ト を 貯 留

す る 貯 留 槽 ２ ２ 内 に 、 ク ー ラ ン ト に 一 部 を 浸 漬 さ せ た 状 態 で 水 平 な 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ ま わ り に

回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 外 周 面 ３ ４ の う ち の ク ー ラ ン

ト の 液 面 下 の 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に 対 向 し て 設 け ら れ 、 ク ー ラ ン ト を 部 分 外 周 面 ３ ４ ａ に 沿

っ て 案 内 す る 案 内 板 ３ ０ と 、 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 案 内 板 ３ ０ と の 間 に 設 け ら れ 、 貯

留 槽 ２ ２ を 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 貯 留 す る ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ と 浄 化 後 の ク ー ラ ン ト を 貯 留

す る ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ と に 分 割 す る 分 割 壁 ３ ２ と を 備 え 、 案 内 板 ３ ０ に よ り 案 内 さ れ る ク

ー ラ ン ト 中 の 磁 性 粉 体 を 磁 気 ド ラ ム １ ８ に 吸 着 さ せ る こ と で ク ー ラ ン ト を 浄 化 す る マ グ ネ

ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ で あ っ て 、 分 割 壁 ３ ２ は 、 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ に 対 向 す る 第 １ 整

流 板 部 ３ ２ ａ と 、 貯 留 槽 ２ ２ の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ 側 の 側 壁 ２ ２ ｂ に 対 向 す る 第 ２ 整 流 板 部

３ ２ ｂ と を 備 え 、 ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に 設 け ら れ 、 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 第 １ 整 流 板 部 ３

２ ａ ま た は 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ に 向 か っ て 圧 送 す る 流 入 口 ４ ４ を 、 含 む 。 こ れ に よ っ て 、

分 割 壁 ３ ２ に よ っ て 整 流 化 さ れ た ク ー ラ ン ト が 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ に 向 か っ て 上 昇 す る 流 れ

を 形 成 す る た め 、 ク ー ラ ン ト 中 の ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 生 じ に く い 。 ま た 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の

下 部 は 、 従 来 の 貯 留 槽 １ ２ ２ に お い て 、 有 効 に 用 い ら れ て い な い ス ペ ー ス で あ り 、 こ こ に

ク ー ラ ン ト を 整 流 化 す る 分 割 壁 ３ ２ を 設 け る こ と に よ っ て 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の

小 型 化 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 す る ク ー ラ ン ト は 、 第 １ ポ ン プ ４ ０ に よ

っ て 圧 送 さ れ て 貯 留 槽 ２ ２ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ク ー ラ ン ト の 流 れ が ダ ー テ ィ 液

槽 Ｓ １ の 底 部 全 体 に 広 が り ス ラ ッ ジ の 堆 積 が よ り 確 実 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 研 削 盤 １ ２ の
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停 止 中 に お い て も 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス ラ ッ ジ の 除 去 が 可 能 と な り 、 ク ー ラ ン ト か ら の ス

ラ ッ ジ の 除 去 が 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 さ ら に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 流 入 口 ４ ４ は 、 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ に 設 け ら れ 、 浄 化 前

の ク ー ラ ン ト を 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ に 向 か っ て 圧 送 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ス ラ ッ ジ の 堆 積

が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ク ー ラ ン ト の 流 入 口 の 設 置 場 所 の 選 択 が 容 易 と な り 、 マ グ ネ ッ ト

セ パ レ ー タ １ ６ の 設 計 、 お よ び ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４ の 設 計 の 自 由 度 が 改 善 さ れ る と と

も に 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ 、 お よ び ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４

の 小 型 化 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 前 述 の 実 施 例 と 共

通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の 貯 留 槽 ２ ２ へ ク ー ラ ン ト が 流 入 す

る 流 入 口 ４ ４ は 、 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ に 設 け ら れ て い た が 、 本 実 施 例 に お い て は 、 流 入 口 ４

４ は 、 貯 留 槽 ２ ２ の 側 壁 ２ ２ ｂ に 設 け ら れ 、 分 割 壁 ３ ２ の 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ に 向 か っ て

流 入 し て い る 。 そ れ 以 外 は 実 施 例 １ の 図 ４ で 示 し た 構 造 と 同 一 で あ る 。 図 １ ２ に 示 さ れ る

本 実 施 例 に お い て 、 貯 留 槽 ２ ２ の 側 壁 ２ ２ ｂ に 設 け ら れ た 流 入 口 ４ ４ か ら 流 入 し た ク ー ラ

ン ト は 、 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ に 衝 突 し 、 急 速 に 流 速 ｖ 減 少 す る と と も に 、 第 １ 整 流 板 部 ３

２ ａ よ り 上 の ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ に お い て 、 上 昇 す る ク ー ラ ン ト の 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。 ク

ー ラ ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０ ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ

３ を 略 均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁

２ ２ ｂ と に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 １ ３ は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ 方 向 の 中 央 か ら 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 軸 方 向 に 離

れ る 位 置 に お け る 流 速 ｖ の 分 布 を 示 し て い る 。 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ お よ び 第 ２ 整 流 板 部 ３

２ ｂ に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 お よ び ダ ー テ ィ 液 槽 Ｓ １ の 下 部 に お い て 、 ク ー ラ ン ト を 攪 拌

す る 流 れ が 生 じ て い る 。 ま た 、 ク ー ラ ン ト は 、 磁 気 ド ラ ム １ ８ と 案 内 板 ３ ０ の 案 内 部 ３ ０

ａ と か ら 形 成 さ れ て い る 案 内 路 Ｓ ３ を 略 均 一 な 流 速 ｖ で 通 過 し て い る 。 流 速 ｖ は 、 図 １ ２

と 比 較 し て や や 強 く 、 ク リ ー ン 液 槽 Ｓ ２ に お い て 貯 留 槽 ２ ２ の 底 壁 ２ ２ ａ と 側 壁 ２ ２ ｂ と

に お い て 強 い 流 速 ｖ が 生 じ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 前 述 の 実 施 例 １ お よ び 実 施 例 ２ と 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る と と も に

、 流 入 口 ４ ４ は 、 貯 留 槽 ２ ２ の 側 壁 ２ ２ ｂ に 設 け ら れ 、 浄 化 前 の ク ー ラ ン ト を 第 ２ 整 流 板

部 ３ ２ ｂ に 向 か っ て 圧 送 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ス ラ ッ ジ の 堆 積 が 抑 制 さ れ る と と も に 、 ク

ー ラ ン ト の 流 入 口 ４ ４ の 設 置 場 所 の 選 択 が 容 易 と な り 、 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の 設 計

、 お よ び ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４ の 設 計 の 自 由 度 が 改 善 さ れ る と と も に 、 マ グ ネ ッ ト セ パ

レ ー タ １ ６ 、 お よ び ス ラ ッ ジ の 除 去 を 行 う ク ー ラ ン ト 循 環 装 置 １ ４ の 小 型 化 が 容 易 と な る

。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 上 記 の 実 施 例 に お い て 、 分 割 壁 ３ ２ の 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ を 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ と 平 行 と

す る と と も に 、 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ を 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ と 平 行 と し て 示 し 、 第 １ 整 流 板 部

３ ２ ａ と 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ と を 互 い に 直 角 と し て 示 し た 。 し か し 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ

は 、 ク ー ラ ン ト を 整 流 で き る の で あ れ ば 特 に 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ と 平 行 で あ る 必 要 は 無 く 、

ま た 曲 線 か ら な る 面 で あ っ て も 良 い 。 第 ２ 整 流 板 部 ３ ２ ｂ も 貯 留 槽 側 壁 ２ ２ ｂ と 平 行 で あ

る 必 要 は 無 く 、 ま た 曲 線 か ら な る 面 で あ っ て も 良 い 。 同 様 に 、 第 １ 整 流 板 部 ３ ２ ａ と 第 ２

整 流 板 部 ３ ２ ｂ と が 直 角 以 外 の 角 度 を 有 す る も の で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 上 記 の 実 施 例 に お い て 、 第 １ ポ ン プ ４ ０ を 用 い て ク ー ラ ン ト を マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １
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６ に 圧 送 す る も の で あ っ た が 、 例 え ば 研 削 機 １ ２ と マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ と の 高 さ の

差 に よ っ て 、 研 削 機 １ ２ か ら マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ に 供 給 さ れ る ク ー ラ ン ト の 圧 力 が

高 め ら れ 、 磁 性 粉 体 等 の マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ へ の ス ラ ッ ジ の 堆

積 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 特 に 第 １ ポ ン プ ４ ０ を 備 え る 必 要 は 無 い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 上 記 の 実 施 例 に お い て 、 第 １ ポ ン プ ４ ０ を 流 体 ポ ン プ と し た が 、 回 転 、 往 復 運 動 等 を 用

い て ク ー ラ ン ト を 所 定 の 圧 力 で 圧 送 す る こ と が 可 能 な ポ ン プ で あ れ ば 良 く 、 特 に 特 定 の 種

類 の 流 体 ポ ン プ で な く と も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 他 の 態 様 に お

い て も 適 用 さ れ る 。 上 述 し た の は あ く ま で も 一 実 施 形 態 で あ り 、 本 発 明 は 当 業 者 の 知 識 に

基 づ い て 種 々 の 変 更 、 改 良 を 加 え た 態 様 で 実 施 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

１ ６ ： マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ

１ ８ ： 磁 気 ド ラ ム

２ ２ ： 貯 留 槽

２ ２ ａ 、 ｂ ： 貯 留 槽 底 壁 、 貯 留 槽 側 壁

３ ０ ： 案 内 板

３ ２ ： 分 割 壁

３ ２ ａ 、 ｂ ： 第 １ 整 流 板 部 、 第 ２ 整 流 板 部

３ ４ ： 外 周 面

３ ４ ａ ： 部 分 外 周 面

４ ０ ： 第 １ ポ ン プ （ 流 体 ポ ン プ ）

Ｓ １ ： ダ ー テ ィ 液 槽

Ｓ ２ ： ク リ ー ン 液 槽

Ｃ Ｌ ： 回 転 軸 線

【 要 約 】

【 課 題 】 ク ー ラ ン ト 中 の 磁 性 粉 体 を 除 去 す る マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ に お い て 、 ク ー ラ ン ト

を 貯 留 槽 の 側 面 か ら 流 入 さ せ 、 整 流 板 に 衝 突 し て 流 速 が 低 下 し 、 均 一 な 流 速 が 得 ら れ た 後

に 磁 性 粉 体 除 去 用 の 磁 気 ド ラ ム に 送 ら れ て い る 。 こ の た め 貯 留 槽 の 底 部 に ス ラ ッ ジ の 堆 積

が 生 じ や す く 、 こ れ を 抑 制 す る 必 要 が あ っ た 。 堆 積 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が 可 能 な マ グ

ネ ッ ト セ パ レ ー タ を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 マ グ ネ ッ ト セ パ レ ー タ １ ６ の 磁 気 ド ラ ム １ ８ の 下 部 の 貯 留 槽 ２ ２ 内 に 分 割 壁

３ ２ を 設 け 、 ク ー ラ ン ト を 分 割 壁 ３ ２ に 衝 突 さ せ た 後 に 磁 気 ド ラ ム １ ８ に ク ー ラ ン ト を 供

給 す る 。 こ れ に よ っ て 貯 留 槽 底 壁 ２ ２ ａ の ク ー ラ ン ト に 上 昇 す る 流 速 が 生 じ 、 磁 性 粉 体 が

堆 積 し に く く な る と と も に 、 有 効 に 活 用 で き て い な い 部 分 に 整 流 を 行 う 分 割 壁 ３ ２ を 設 置

す る こ と が 可 能 な り 、 小 型 化 が 容 易 と な る 。

【 選 択 図 】 図 ３
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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